
養護老人ホーム 母来寮

１ 基本方針

（１）利用者の尊厳を大切にし、安全で安心できる良質な福祉サービスの提供に努め、自立した

生活を支援する。

（２）地域に開かれた福祉施設として、地域の中で連携・交流に努め、皆様に活用される施設を

目指す。

２ 今年度重点事業目標

（１）安全で安心できる良質な福祉サービスの提供

ア 利用者の方の意志や人格を尊重し、集団生活の中でも幅広い選択肢を提供できる環境を

整え、常に利用者の方の立場に立って支援を行い、個別対応に取組み、生活の質の向上に

努める。また、新型コロナウイルスなどの感染症対策を講じる。

イ 自立支援に視点をおいたプランの作成と、多様で複雑な個別ニーズに適切に対応するた

め、総務・事務、生活相談、介護・支援、医務・看護、栄養・調理の各部署の職員による

多職種連携でサービスの提供を行う。

ウ 利用者の方それぞれに応じて、自立した日常生活を営むことができるようにするため、

機能訓練の実施などにより機能の維持と向上を図り、介護予防に努める。

エ 介護を必要とされる利用者の方には、適切な介護サービスを提供し、要介護状態が変更

となる場合には、状況に応じて、より相応しい施設へ移ることができるよう、利用者の方

や家族の方に対して支援を行う。

（２）地域との連携及び交流の促進

ア 地域の福祉ニーズを把握し、社会資源としての専門的技術や施設機能の提供を行い、地

域貢献を図る。

イ 地域の行事や活動に関する情報を利用者の方に提供し、地域の一員として積極的に参加

することを支援するとともに、地域の方が、施設に親しみを感じることができる交流など

を行うことに努める。

ウ 地域の教育機関や福祉団体などとの交流や連携を行い、ボランティアの方を感染症対策

を講じながら受け入れることなどにより、地域社会との関係づくりを進める。

（３）経営効率化への取組

ア 市町村、関係機関等へ施設の利用状況や入所者の生活状況等の情報提供を随時行い、養

護老人ホームとして適切に機能を果たすため、時宜を得た入退所を行うことに努める。

イ 養護老人ホーム入所年間稼働率９０％以上、特定施設入居者生活介護年間稼働率９０％

以上、生活管理短期宿泊事業年間稼働率２１％以上を、それぞれ目指す。

（４）人材の育成と働きやすい職場づくり

ア 職員の人権意識の向上に努め、専門性を活かした支援に必要な知識やスキルを取得させ

るため、個人の研修計画を立て、施設内研修を行い、職員の資質向上とコンプライアンス

による健全で透明な組織運営を図る。

イ メンタルヘルスに関する研修等を通して、職員の心身の健康維持に努める。

職員相互の思いやりを大切にした働きやすい・働きがいのある職場づくりに取り組む。

ウ 資格取得に向けた情報提供を行い、職員の積極的な資格取得の推進に取り組む。

エ 利用者の満足度の向上や職員の職場環境の充実等のための施設整備、改修等に取り組む。
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